
次
に
石
巻
駅
を
訪
れ
石
巻

駅
連
合
分
会
の
A
さ
ん
と

面
会
。
自
宅
を
津
波
の
直

撃
で
失
い
、
職
場
に
避
難

し
て
い
た
。
残
念
な
が
ら

奥
様
と
愛
娘
、
義
母
様
の

3
名
の
行
方
が
未
だ
不
明

で
あ
り
、
気
丈
に
振
る
舞

う
A
さ
ん
で
あ
っ
た
が
、

反
対
に
事
の
重
大
さ
が
再

度
認
識
さ
れ
我
々
は
言
葉

が
続
か
な
か
っ
た
。

途
中
、
石
巻
湾
が
見
渡
せ

る
日
和
山
公
園
に
立
ち
寄

り
絶
句
し
た
。
病
院
と
大

き
な
寺
院
の
他
は
殆
ど
跡

形
も
な
い
。

最
後
は
仙
台
駅
連
の
真
砂

さ
ん
宅
（
陸
前
赤
井
）
を

伺
っ
た
。
数
日
前
、
や
っ

と
津
波
の
水
が
引
い
た
の

で
、
ヘ
ド
ロ
に
ま
み
れ
た

一
階
の
清
掃
を
息
子
さ
ん

達
と
行
っ
て
い
た
最
中
で

あ
っ
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

は
見
込
み
な
し
、
一
階
の

家
電
製
品
は
全
滅
、
車
も

塩
水
に
浸
か
っ
て
い
た
た

め
廃
車
に
な
る
。

会
話
の
最
中
、
娘
さ
ん
達

も
駆
け
つ
け
総
出
で
清
掃

だ
。
「
こ
こ
ま
で
や
ら
れ

る
と
逆
に
一
か
ら
出
直
し

と
い
う
気
持
ち
。
家
族
も

無
事
だ
し
コ
ツ
コ
ツ
や
り

ま
す
。
ご
支
援
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
い
う
明
る
い
笑
顔
に
我
々

は
少
し
だ
け
救
わ
れ
た
気

持
ち
に
な
っ
た
。
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東
日
本
の
鉄

道
は
太
平
洋
側

の
沿
線
を
中
心

に
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
た
。

東
北
新
幹
線

は
言
う
に
及
ば

ず
、
仙
台
支
社
内
で
は
仙
石
線
、

東
北
本
線
、
常
磐
線
・
・
・
。

当
面
の
復
旧
予
定
は
あ
る
。

だ
が
、
想
像
以
上
に
在
来
線

の
復
旧
と
運
転
再
開
の
進
捗
が

思
わ
し
く
な
い
。
本
社
と
支
社

の
最
優
先
課
題
は
新
幹
線
と
聞

く
。

当
然
の
よ
う
だ
が
果
し

て
ど
う
か
。

こ
ん
な
、
職
場
の
声
が
あ
る
。

「
新
幹
線
は
何
を
運
べ
る
の
か
。

救
援
物
資
？
被
災
者
？
燃
料
？

鉄
道
復
旧
の
資
材
や
材
料
？
何

も
運
べ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
優

先
順
位
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
」

ハ
ッ
と
し
た
。
続
け
ざ
ま
に

「
戦
後
の
焼
け
野
原
の
町
に
、

鉄
道
が
復
興
に
役
立
っ
た
。
ひ

も
じ
い
思
い
の
地
域
に
ヤ
ミ
米

を
運
ん
だ
の
も
鉄
道
だ
。
時
代

は
確
か
に
違
う
が
、
こ
ん
な
時

こ
そ
鉄
道
の
役
割
は
大
き
い
。

こ
う
し
た
意
見
に
会
社
も
し
っ

か
り
と
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
な

い
か
」
と
言
わ
れ
た
。
私
は
頷

く
よ
り
他
な
か
っ
た
。

ガ
ソ
リ
ン
不
足
が
深
刻
な
状

況
の
中
、
生
活
と
通
勤
・
通
学

の
「
足
」
と
し
て
ま
さ
に
そ
の

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
実

感
し
て
い
る
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
高
度
に
発
達
し
、
万

能
か
と
思
わ
れ
た
今
日
、
今
回

の
地
震
と
原
発
事
故
は
そ
の
脆

さ
を
露
呈
し
た
。
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全
国
の
仲
間
か
ら
本
部
に
集

約
さ
れ
た
支
援
物
資
が
3
月
26

日
、
本
部
経
由
で
仙
台
、
郡
山
、

小
牛
田
、
福
島
地
区
に
届
い
た
。

仙
台
地
区
で
は
3
月
26
日
、

地
本
中
島
副
委
員
長
、
岩
井
執

行
委
員
、
千
葉
宮
城
県
支
部
執

行
委
員
が
、
物
資
を
石
巻
地
区

の
仲
間
に
届
け
た
。

組
合
員

は
、
仲
間
の
温
か
い
支
援
と
激

励
に
大
変
喜
ん
で
い
た
と
報
告

が
さ
れ
た
。

翌
日
の
27
日
は
地
本
橋
本
委

員
長
と
武
田
執
行
委
員
が
石
巻

に
。
OB
の
蘇
武
さ
ん
の
ガ
イ
ド

で
ま
ず
仙
石
線
駅
連
合
の
松
川

さ
ん
宅
を
訪
問
。
松
川
さ
ん
は

震
災
後
約
一
週
間
、
安
否
の
確

認
が
と
れ
て
お
ら
ず
、
心
配
さ

れ
て
い
た
が
、
自
宅
近
く
の
配

給
に
並
ん
で
帰
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
が
未

だ
復
旧
は
し
て
い
な
い
が
、
元

気
な
顔
を
拝
見
し
一
同
安
心
し

た
。

在
来
線
を
早
期
に
復
活
さ

せ
、
地
域
生
活
を
復
興
に
導

く
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
こ

と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
今
後
の

鉄
道
の
評
価
と
発
展
に
直
結

す
る
と
考
え
る
。

戦場より酷い石巻湾。人も建物も海にのみ込まれた

至る所で見られる風景。傷は深い


